
野鳥に接する際の注意点 

 

  鳥インフルエンザウイルスは、野鳥観察などの通常の接し方で

は、人に感染しないと考えられています。正しい情報に基づい

た、冷静な行動をお願いいたします。 

○野鳥は、体内や羽毛などに細菌や寄生虫などの病原体を持ってい

ることがあるため、素手で触らないでください。 

○日常生活において野鳥など野生動物の排泄物に触れた後には、手

洗いとうがいをしていただければ、過度に心配する必要はありま

せん。 

〇野鳥の糞が靴の裏や車両に付くことにより、鳥インフルエンザウ

イルスが他の地域へ運ばれるおそれがありますので、野鳥に近づ

きすぎないようにしてください。特に、靴で糞を踏まないよう十

分注意して、必要に応じて消毒を行ってください。 

〇不必要に野鳥を追い立てたり、つかまえようとするのは避けてく

ださい。 


